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出資金 組合員増やし 
積み立て 
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当日は可部支部は健康チェックで参加しました。 

亀山支部の役員さんもお手伝いさんで参加。 

なんと 25名もの方が健康チェックに来られ、 

体組成計、握力、足指チェックなどされました。 

この日は津田診療所の看護師長さんや看護師の組合員

さんも参加していた為、たくさんの方が健康相談、医療

相談をされました。 

「救急車を呼ぶときの心得」 

「外反母趾と巻き爪の悩み」 

「かかりつけ医の見つけ方とメリット」 

などの相談がありましたが、看護師中心に対応しまし

た。地域の方とたくさん対話できた、とても充実した  

1日でした。 
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津田地区では「八千代カントリークラブ」へ

可部・亀山地域から総勢20人で出かけスター

ト集会を開催しました。 

昼食交流の前に月間の計画とこれまでの取

組みを報告。ペア職場の津田診療所事務長か

らの診療所のお話しもあり、地域訪問の計画

や地元のお祭りでの健康チェック、さらに秋の

学習会について交流しました。 

最後に、亀山支部長さんより「黒い雨相談を通

じて様々な方のサポートをさせてもらい、誰か

の役に立っている医療生協のすばらしさを改

めて感じている。これからも頑張りたい。」と

話され、みんな力づけられました 

 

私が 1歳の時、父は博多市で戦死しました。 

焼夷弾で真っ黒こげになって死んだと聞きました。

父との写真は、出征時にまだ赤ん坊の私が抱かれ

たものたった一枚だけです。 

祖母（父の母親）は夜道を歩く時、よく言っていまし

た。「幽霊でも良ぇけえ出てきんさいや…会いたい

のぅ」子供を亡くした母親の気持ち、今ならよく分

かります。 

今、世界では色んな場所で戦火があがっています。

親や子供を亡くした人たちが毎日報道されていま

す。どうか直ちに戦争をやめて下さい。私のような

家族をこれ以上増やさないで下さい。戦争によって

何が得られ、何が残るのでしょう。軍による攻撃が

続く中、私達は何が出来るのでしょうか。 

父が戦死した当時、私達に声を上げる方法はありま

せんでした。しかし、今は違います。自由に選挙に

行くこともできます。 

私達の未来は、私達で変えていきましょう。 

水主町 叶谷昌江 

 

まつりのため、根の谷サロンでは早朝より 

あんこおはぎ、黄な粉おはぎ、赤飯、ちらし寿司を

手作り！ 

まつりには、たくさんのお客さんが来られて 

なんと 1時間足らずで全て完売。大好評でした。 

他メンバーが持ってこられたみかんや栗も完売！ 

多くの方とお話ができ充実した楽しい一日となり

ました★ 

 

 

生協強化月間 

スタート集会がありました！ 

せんそう と へいわ 

 

 



 


